
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 調さしてわかったこと 
ぼくは黒せ川や大つみの川，長谷川にオオサンショウウオがいないかさがしてみたけれど，見つけることはできませんでした。オオサンショウウオは水の

きれいな場所にすんでいますが，ぼくが行った郷原の川は全部さいがいのひがいがでないように工事されていたり，のう業用水のために工事されていまし

た。水もきれいには見えませんでした。ほとんどの場所で川底には「も」やコケがついていました。しかしここなら「オオサンショウウオがいるかもしれな

い」と思える場所がありました。それは郷原大はしの橋柱のところと長谷川の下流です。特に長谷川の下流は水もきれいなのでいてくれるといいなと思いま

した。それから黒せ川や長谷川を調さして気づいたことがあります。それは，川の上流～中流～下流とでは川の様子がまったくちがうことです。（一ぶ し

ょうりゃく）オオサンショウウオには会えなかったけど，ぼくが生まれるずっと前には郷原町にもオオサンショウウオがすんでいたということが分かった

し，川の様子も知ることができてよかったです。 

８ はんせいとかんそう 
ぼくはこの研究をしてあさ動物公園のオオサンショウウオに会ったり，行ったことのない大つみに行ったり，そして田中先生に会ってお話を聞かせても

らったりしていろいろな思い出ができました。そして自ぜんをのこすこととさいがいのひがいをなくすことの両方うまくやることはむずかしいんだなあと

思いました。何かいい方法を考えられたらいいなと思います。ぼくは郷原のいろいろな場所の川を調さしてみて，水がきれいに見えても川底に「も」があっ

たりして川が少しよごれているんだなと思いました。ぼくは川をよごさないようにしようと思いました。（以下 しょうりゃく） 

地域の川をポイントごとに調べて，細かく調査しています。川の様子や周りをしっかりと見て，川の地図にきちんとまとめています。「なぜオオサンショ

ウウオがいないのか。」を自分なりに考察しています。 

オオサンショウウオへの愛情が感じられ，自然災害防止対策と自然環境保護の観点からオオサンショウウオのすみやすさを考え，これからも調査を続けて

いこうという気持ちが高まっています。 

 
 

 

１ 研究しようと思ったわけ 
 カバンを変えるだけでいつもより軽く感じたり，重く感じたりすることがある。重い物を持つ時や動かす時に，どのような持ち手にすると，より

強く，重い物にたえられるようになるのか，どのようにしたら，重い物を軽々持てるようになるかを研究することにした。 

 

スーパーパワーを発揮したい 
重い物の持ち方、引っ張り方によってのちがい 

呉市立広小学校 ６年 相原 直 
 

４ 研究の結果 
（１）紙袋の持ち手で，重さに違いがあるか。                         （２）引っ張ることのできる重さに違いがあるか。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究の計画 
（１）持ち手によって，重さに違いがあるか調べる。 

 （持ち手の位置，本数，長さ） 

（２）持ち手によって，引っ張ることのできる重さに違いがあるか調べる。 

  （持ち手の位置，長さ，太さ，向き等） 

３ 研究のルール 
・紙袋の中に，重さ 500ｇの重り（ペットボトル）を横向きに 

１本ずつ入れて持ち上げ，10歩歩く。 

・10歩歩けたものは「合格」とし，途中で破れたり，持ち手が 

取れた場合は「不合格」とする。 

 

①持ち手の位置，長さによってのちがい 

【予想】ひもが長いリュックより，背中にくっ 

つくランドセルの方が軽く感じた経験 

から，短い方が重さに強くなると思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】ひもの長さが短い時には，持ち手の 

    間が広い方が重さに強い。 

    ひもの長さが長い時には，持ち手の 

    間と大きな関係性は見られなかった。 

    どの間隔の持ち手でもひもの長さが 

    60～80cmの時は重さに強かった。 

 

 

 

②持ち手の本数によるちがい 

【予想】持ち手の本数は多い方が１本１本にか

かる負担が少なくなり，重さに強くな

る。 

 

【結果】持ち手の本数は１本より２本，３本の

ときの方が重さに強い。 

    ひもの本数２，３本であまり差は見ら

れなかったが，0.5kg の差で持ち手３

本の方がわずかに重さに強かった。 

 

 

 

 

 

【結果】ひもの長さが短い時には，持ち手の 

    間が広い方が重さに強い。 

    ひもの長さが長い時には，持ち手の 

    間と大きな関係性は見られなかった。 

    どの間隔の持ち手でもひもの長さが 

    60～80cmの時は重さに強かった。 

 

 

 

①持ち手の位置・長さによるちがい 

【予想】道路で故障した車を引っ張ったひもが

短かったため，短い方が重い物を引っ

張ることができると思う。 

 

【結果】どの持ち手の間隔の時にも，ひもの長

さが 60～80cmの時が重さに強い。 

    どのひもの長さの時も，持ち手の間隔

がせまい時の方が重さに強かった。 

    持ち手の間隔が広い時には，ひもが太

い方が重さに強かった。 

 

 

 

 

 

【結果】ひもの長さが短い時には，持ち手の 

    間が広い方が重さに強い。 

    ひもの長さが長い時には，持ち手の 

    間と大きな関係性は見られなかった。 

    どの間隔の持ち手でもひもの長さが 

    60～80cmの時は重さに強かった。 

 

 

 

５ 結果から考えたこと（１） 
・持ち手の位置や長さ，本数の関係には，以下３点のきまりがあると考えられる。 

 ①持ち手の間隔がせまい時には，ひもが長い方が重さに強い。 

②持ち手の間隔が広い時には，ひもが短くても重さにたえられる。 

③持ち手の本数が多いほど重さに強くなる。 

 ※ただし，３本以上は持ちにくいため，普段使う際は２本で十分だと考える。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        

 

 

 

 

 

５ 結果から考えたこと（２） 
・持ち手を付ける位置と長さ，太さにはきまりがあると考えられる。 

 ①持ち手の間隔がせまい方が重さに強い。 

 ②持ち手の長さは 50cm以上，90cm以下が良い。 

 →箱に持ち手を付ける時には，持ち手の間隔を 15cm，ひもの長さは

70cmにすることをすすめたい。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

        

 

 

 

 

 

６ 感想 
・この研究を通して，持ち方や引っ張り方で同じ袋や箱でも持てる重さが全く違うということを知ることができた。実験をしていると，重い物を動かすには，

持ち手だけではなく，持ち方にも大きく関係していると感じた。持ち方を工夫することで，もっと重い物にもたえられるかもしれない。これからは，持ち方

についても調べて，重い物をもっと楽に上手に運べる方法を見つけたい。 

・物をもつときには，重さにたえられるかだけではなく，持ちやすさも大切だと思った。小学１年生の頃は，ランドセルが大きくて重いと感じていたが，研究

を通して背中にフィットした形は重くても長時間もつことができるように工夫されていると思った。 

・重い物を運ぶ人を観察してみると，台車に乗せたり，物自体に車輪をつけるなど，様々な方法で運んでおり，興味深いと思った。今回研究したことも活用し

て，普段でもスーパーパワーを発揮していきたい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「重い物を簡単に持つ方法」をテーマに，持ち手の「間隔」「長さ」「太さ」「本数」など，様々な視点から研究し，調べる対象の条件が整うように袋や箱

のサイズなど細かく設定することで，より正確性のあるデータを導き出すことができています。また，そのデータを表やグラフにまとめており，持ち手の

間隔や長さ等の関係性を分かりやすく表現することもできています。これまで培ってきた研究する力を十分に発揮した作品になっています。 


